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毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼント差し上げます。
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令和５年度 冬期平常展

「密教の美術」
〜祈りの龍姿〜

令和６年１月20日㈯〜
　　　４月14日㈰

題字・畬野光義師

重要文化財　金剛峯寺　大主殿の大玄関の欄間の彫り物
高野山は古来火災が多いため、水神の象徴である龍を意匠に取り入れ、焼失から守ることを願いました。

利用案内
開
館
時
間

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
11
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
（
展
示
替
え
に
伴
い
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り
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国宝附属　阿耨達童子像
（八大童子立像の内）金剛峯寺

重文　厨子入金銅水神像　金剛峯寺

　

令
和
六
年
の
干
支
は
辰
（
龍
）
年
で
す
。
龍
は
密
教
、
弘
法
大
師
空
海
、
高

野
山
に
と
っ
て
、
非
常
に
関
係
が
深
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
回
の
展
覧
会
で

は
、
龍
に
ま
つ
わ
る
文
化
財
を
展
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
と
の
繋
が
り
を
紹
介
し
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
龍
の
姿
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
館
で
は
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
で
没
後
一
〇
〇
年
と
な
る
富
岡

鉄
斎
の
ゆ
か
り
の
宝
物
や
、「
国
宝　

仏
涅
槃
図
」（
期
間
限
定
）
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

主
な
展
示
品

■
絵
画

国
宝　
　

仏
涅
槃
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

【
２
月
10
日
〜
３
月
３
日
】

国
宝　
　

善
女
龍
王
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

【
３
月
16
日
〜
４
月
14
日
】

重
文　
　

十
巻
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺

【
前
期
・
後
期
で
巻
替
】

重
文　
　

覚
禅
鈔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈
迦
文
院

【
前
期
・
後
期
で
巻
替
】

　
　
　
　

不
動
明
王
二
童
子
像 

倶
利
伽
羅
龍
剣　
　
　

  

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

十
二
天
像
の
う
ち
水
天
像
・
風
天
像　
　
　
　

成
慶
院

「
密
教
の
美
術
」　
〜
祈
り
の
龍
姿
〜

令
和
６
年
１
月
20
日
㈯
〜
４
月
14
日
㈰

前
期　

１
月
20
日
㈯
〜
３
月
３
日
㈰

後
期　

３
月
５
日
㈫
〜
４
月
14
日
㈰　

会
期
中
無
休

令
和
５
年
度 

冬
期
平
常
展

特別公開

国宝　仏涅槃図　金剛峯寺
公開日【令和６年２月10日～３月３日】
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白
衣
観
音
雲
龍
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

県
指
定　

山
水
図
（
餐
水
喫
霞
図
）［
富
岡
鉄
斎
筆
］　　

金
剛
峯
寺
【
後
期
】

　
　
　
　

不
動
明
王
立
像
［
富
岡
鉄
斎
寄
付
］　　
　
　

 

金
剛
峯
寺
【
前
期
】

　
　
　
　

南
山
宝
刹
図
［
富
岡
鉄
斎
筆
］　　
　
　
　
　

 

霊
宝
館

　
　
　
　

撥
雲
尋
道
図
［
富
岡
鉄
斎
筆
］　　
　
　
　
　

 

霊
宝
館　

■
彫
刻

国
宝
附
属　

阿
耨
達
童
子
像
（
八
大
童
子
立
像
の
内
）　 

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

龍
王
権
現
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
書
跡

国
宝　
　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺

【
前
期
・
後
期
で
巻
替
】

重
文　
　

紺
紙
金
字
一
切
経
（
荒
川
経
）　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺
【
後
期
】

　
　
　
　
「
放
光
閣
」［
富
岡
鉄
斎
筆
］　　
　
　
　
　
　

 

浄
菩
提
院

■
工
芸

重
文　
　

厨
子
入
金
銅
水
神
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

龍
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

唐
縫
打
敷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

九
鈷
杵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

九
鈷
鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

銅
鏡
［
富
岡
春
子
寄
進
］　　
　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

■
考
古

重
文　
　

奥
之
院
出
土
品
の
う
ち
青
白
磁
竜
首
水
注　
　

金
剛
峯
寺

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
期
間
中
、
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

次
回
の
展
覧
会
予
告

令
和
六
年
度 

春
期
企
画
展

「（
仮
）金
剛
峯
寺
〜
そ
の
成
り
立
ち
と
宝
物
」

令
和
６
年
４
月
20
日
（
土
）
〜
７
月
15
日
（
月
・
祝
）

龍頭　金剛峯寺

重文　奥之院出土品のうち青白磁竜首水注　金剛峯寺
十二天像のうち水天像　成慶院

特別公開

国宝　善女龍王像　金剛峯寺
公開日【令和６年３月16日～４月14日】

龍王権現像　金剛峯寺
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昔
か
ら
龍
は
水
神
の
象
徴
と
さ
れ
、
雨あ

ま

乞ご

い
の
祈き

祷と
う

等
に
祀ま

つ

ら
れ
ま
し
た
。
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

空く
う

海か
い

が
神し

ん

泉せ
ん

苑え
ん（
京
都
の
宮
中
の
池
）

で
雨
乞
い
を
し
、
善ぜ

ん

女に
ょ

龍り
ゅ
う

王お
う

の
力
を
借

り
て
雨
を
降
ら
せ
た
話
も
あ
り
、
高
野
山

や
大
師
も
龍
と
の
関
係
が
知
ら
れ
ま
す
。

  

今
回
紹
介
す
る
金
銅
水
神
像
は
、
金
色

に
輝
く
龍
の
姿
を
し
た
水
神
像
で
す
。
型

に
融と

け
た
金
属
を
流
し
込
み
造
ら
れ
た

鋳ち
ゅ
う

銅ど
う

製せ
い

の
像
で
、
鱗う

ろ
こ

や
髪
の
毛
を
非
常

に
細
か
く
彫
り
出
し
て
い
ま
す
。
右
手
に

宝
珠
を
持
ち
、
首
を
大
き
く
曲
げ
て
、
口

を
大
き
く
開
け
見
下
ろ
す
姿
は
、
小
さ
い

像
で
す
が
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
龍
の
下

に
あ
る
う
ね
う
ね
し
た
も
の
は
飛ひ

雲う
ん

で
、

全
体
で
飛
雲
に
乗
る
龍
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
こ
の
水
神
が
納
め
ら
れ
て
い
る
厨

子
の
中
に
は
木
製
の
岩
座
が
あ
り
、
岩
座

の
上
に
飛
雲
に
乗
る
龍
が
納
め
ら
れ
て

完
成
で
す
。
水
神
像
だ
け
鎌
倉
時
代
の
作

で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般

的
に
、
十
五
世
紀
、
室
町
時
代
の
像
と
さ

れ
ま
す
。

  

岩
座
の
背
面
に
貼
っ
て
い
る
板
に
も
う

少
し
情
報
が
あ
り
ま
す
。
板
に
は
墨
で

「
青せ

い

龍り
ゅ
う

雨あ
め

師し

明み
ょ
う

神じ
ん　

快か
い

龍り
ゅ
う

院い
ん　

圓え
ん

海か
い

」

と
い
う
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
青

龍
雨
師
明
神
」
の
う
ち
「
雨
師
明
神
」
は
、

雨
を
降
ら
せ
た
り
、
止
ま
せ
た
り
す
る
神

さ
ま
で
、
こ
の
水
神
像
も
そ
う
い
う
祈
り

の
対
象
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
快
龍
院
」

と
い
う
寺
院
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
す
。

「
圓
海
」
と
い
う
僧
侶
は
、
お
そ
ら
く
奉

納
者
で
す
が
、
そ
の
名
前
の
僧
は
高
野
山

関
連
の
史
料
に
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中

の
一
人
に
、
室
町
時
代
に
奥
之
院
一
の
橋

（
大お

お

渡ば
し

橋
）
の
修
理
に
尽
力
し
た
圓
海
と

い
う
僧
が
お
り
、
こ
の
二
人
の
圓
海
は
同

一
人
物
で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
り
ま

す
。

  

鎌
倉
時
代
の
史
料
『
高こ

う

野や

山さ
ん

秘ひ

記き

』
や

江
戸
時
代
の
史
料
『
紀き

伊い

続し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

』

な
ど
に
よ
る
と
、一
の
橋
の
下
に
龍

り
ゅ
う

穴け
つ（
龍

＝
水
神
の
す
み
か
）
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
圓
海
が
一
の
橋
を
修
理
し
た

際
の
供く

養よ
う

願が
ん

文も
ん

（
現
存
せ
ず
、
一
部
だ
け

『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
引
用
）
に
も
、
龍

穴
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
圓
海
も
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
龍
・
水
に
関
連

す
る
こ
と
か
ら
、
一
の
橋
を
修
理
し
た
圓

海
と
、
金
銅
水
神
像
の
圓
海
は
同
一
人
物

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち

な
み
に
、
一
の
橋
修
理
の
圓
海
は
箕み

の

面お

山さ
ん

（
大
阪
府
箕
面
市
）
の
十じ

っ

穀こ
く

聖ひ
じ
りで
、
高
野

山
の
僧
侶
で
な
い
よ
う
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
先
の
「
快
龍
院
」
も
箕
面
山
の
寺
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

  

で
は
、
二
人
が
同
一
人
物
で
あ
る
前
提

で
論
を
進
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
圓
海
に
よ

る
一
の
橋
の
修
理
は
、
江
戸
時
代
の
史
料

『
高こ

う

野や

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

編へ
ん

年ね
ん

輯し
ゅ
う

録ろ
く

』（
以
下
『
高
野

春
秋
』）に
よ
る
と
明
応
二
年（
一
四
九
三
）

に
行
わ
れ
、
国
宝
『
又ゆ

う

続ぞ
く

宝ほ
う

簡か
ん

集し
ゅ
う』
に
納

め
ら
れ
て
い
る
「
高
野
山
検け

ん

校ぎ
ょ
う

帳ち
ょ
う」
に

よ
る
と
、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
に
行

わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
史
料

で
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。実
は
、

『
高
野
春
秋
』
の
記
述
は
、
室
町
時
代
を

中
心
に
約
三
十
年
の
ズ
レ
が
あ
る
こ
と

が
、
中な

か

野の

達た
つ

慧え

師
、
和わ

多だ

秀し
ゅ
う

乗じ
ょ
う

師
な
ど

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
省
略
し
ま
す
が
、
今
回
も
寛
正
四
年
が

正
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

水
神
像
の
制
作
年
代
も
寛
正
四
年
頃
で

は
な
い
か
と
推
測
で
き
ま
す
。

  

水
神
像
は
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）

に
作
ら
れ
た
「
御み

影え

堂ど
う

霊れ
い

宝ほ
う

目も
く

録ろ
く

」（
国

宝
『
又
続
宝
簡
集
』
所
収
）
に
「
青
龍　

雨
師
明
神
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
頃
御
影
堂

に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
他
に
史
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま

で
の
経
緯
は
推
測
を
重
ね
る
こ
と
で
し

か
わ
か
ら
な
い
、
非
常
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス

な
龍
神
さ
ま
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
研
谷　

昌
志
）

重
要
文
化
財　

金
銅
水
神
像
一
躯

　

金
銅
製　

室
町
時
代
（
十
五
世
紀
）　

金
剛
峯
寺
蔵

岩座の背面板の墨書

収
蔵
品
の
紹
介 

114



令和6年  2月11日 第145号

5

ら
に
そ
れ
ら
の
奥
に
は
位
牌
堂
が
繋

が
っ
て
い
て
、
と
て
も
複
雑
な
平
面

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
堂
の
外
観
は

白し
ら

木き

造づ
く

り
で
、
向
拝
を
中
心
に
さ
ま

ざ
ま
な
彫
刻
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
彫
刻
類
の
様
式
的
な
年
代

観
と
し
て
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

内
部
は
一
面
に
鮮
や
か
な
彩
色
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
オ
ラ
ン

ダ
群
青
」
と
称
さ
れ
る
群
青
色
が
印

象
的
で
す
。
こ
れ
は
幕
末
期
に
輸
入

さ
れ
た
顔
料
で
、
彩
色
の
年
代
判
定

の
指
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

内
部
の
彩
色
は
幕
末
期
以
降
の
も
の

と
判
断
で
き
そ
う
で
す
。
た
だ
し
内う

ち

法の
り

長な
げ

押し

は
金
地
に
金き

ん

泥で
い

で
文
様
が
描

か
れ
て
い
る
と
て
も
珍
し
い
も
の

で
、
幕
末
頃
の
も
の
と
は
思
え
な
い

逸
品
で
す
。

  

本
堂
部
分
の
天
井
は
「
二
重
折
り

上
げ
小こ

組ぐ
み

格ご
う

天て
ん

井じ
ょ
う」
と
い
う
最
高
格

式
の
も
の
で
、
し
か
も
漆
塗
り
で
仕

上
げ
、
金
色
の
錺
金
具
が
打
ち
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
匠

の
天
井
は
、
山
内
で
は
寛
永
十
八
年

（
一
六
四
一
）
に
竣
工
し
た
徳
川
家

霊れ
い

台だ
い

以
外
に
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
天
井
を
見
上
げ
た
と
き
、「
行

人
方
東
照
宮
」
の
拝
殿
を
移
築
し
た

と
い
う
伝
え
に
確
信
を
抱
き
ま
す
。

　

行
人
方
東
照
宮
の
拝
殿
は
、
古
絵

図
を
見
る
と
横
長
の
長
方
形
平
面
の

建
物
で
、
正
面
に
唐
破
風
の
向
拝
が

付
い
て
い
ま
す
。
金
剛
峯
寺
に
残
さ

れ
て
い
る
古
図
面
で
は
、桁
行
九
間
、

本堂内部の全景　本堂は三間四方で、中央の須弥壇にご
本尊が祀られている。一見したところ典型的な仏堂の空
間構成で、東照宮の拝殿とは思えない。

上：天井の折り上げ部分　漆塗りの上に桐唐草紋が金泥
で描かれている。その流れるような筆致は美しい。
下：内法長押の彩色　金地に金泥で蓮唐草紋が描かれて
いる。このような彩色技法は特筆できる。
以上の彩色は全国的に見ても特異で珍しく、注目である。

本堂の外観　正面中央に唐破風造りの向拝が付き、軒下
部分は豪華な彫刻で飾られている。本堂の左右には、一
間奥に後退して「脇陣」といえる建物が接している。

本堂の天井　「二重折り上げ小組格天井」という形式で、
漆塗り、金色の金具で装飾されている。これだけ格式高
く豪華な天井は高野山内には他に無いだろう。東照宮拝
殿の遺構であることを確信させる意匠である。

　

普
賢
院
は
千
手
院
橋
交
差
点
の
北

東
に
あ
る
寺
院
で
、
西
の
大
通
り
に

面
し
て
い
る
楼ろ

う

造づ
く

り
の
正
門
を
入
る

と
、
正
面
奥
に
本
堂
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
、

寺
院
五
〇
ヵ
寺
、
町
屋
一
二
三
軒
を

焼
き
尽
く
す
大
火
災
が
発
生
し
、
普

賢
院
も
類
焼
し
ま
し
た
。
普
賢
院
で

は
、
火
災
後
の
復
興
に
際
し
て
、

「
行

ぎ
ょ
う

人に
ん

方か
た

東
照
宮
」
の
建
物
の
払
い

下
げ
を
受
け
、
東
照
宮
の
拝は

い

殿で
ん

を
本

堂
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
行
人
方
東
照
宮
」
は
現
在
の
本

山
金
剛
峯
寺
の
西
北
裏
山
に
、
寛
永

八
年
（
一
六
三
一
）
に
創
建
さ
れ
た

の
で
す
が
、明
治
に
な
っ
て
廃
絶
し
、

当
時
は
廃
屋
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

普
賢
院
本
堂
は
果
た
し
て
行
人
方

東
照
宮
の
拝
殿
だ
っ
た
の
か
、
そ
の

様
子
を
確
か
め
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
堂
は
三
間
四
方
で
、
正
面
に
は

唐か
ら

破は

風ふ

造
り
の
一
間
の
向ご

拝は
い

が
付
い

て
い
ま
す
。
そ
の
両
脇
に
は
、
本
堂

正
面
か
ら
一
間
分
奥
に
入
り
込
ん

で
、
脇わ

き

陣じ
ん

が
接
続
し
て
い
ま
す
。
さ

梁
間
三
間
で
、
正
面
に
三
間
の
向
拝

が
付
い
た
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
現
在
の
普
賢
院
本
堂
の
平
面
を

見
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
異
な
り
ま

す
。

　

山
内
の
寺
院
で
は
、
本
堂
の
側
面

に
本
堂
正
面
か
ら
一
間
後
退
し
て
位

牌
堂
が
接
続
し
て
い
る
例
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。普
賢
院
本
堂
の
構
成
は
、

他
の
山
内
寺
院
の
本
堂
の
構
成
と
基

本
的
に
同
じ
で
す
。
つ
ま
り
、
本
堂

再
建
に
際
し
て
、
行
人
方
東
照
宮
の

拝
殿
を
そ
の
ま
ま
の
形
状
で
移
築
し

た
の
で
は
な
く
、
山
内
寺
院
の
本
堂

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
姿
に
大
幅
に
変

更
し
た
と
思
え
る
の
で
す
。

  

本
堂
に
は
丸
柱
と
角
柱
が
混
在
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
普
通
に
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
、
丸
柱
は
拝
殿
の

も
の
、
角
柱
は
再
建
時
の
新
材
で
は

な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。
そ
の
他
、

内
法
長
押
や
小
組
格
天
井
な
ど
部
分

的
に
拝
殿
の
部
材
を
再
用
し
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　

普
賢
院
本
堂
は
、
行
人
方
東
照
宮

拝
殿
の
部
材
を
用
い
て
、
全
く
異

な
っ
た
姿
に
再
建
し
た
も
の
の
よ
う

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど

巧
妙
に
違
和
感
な
く
建
て
上
げ
た
当

時
の
大
工
さ
ん
の
技
量
に
は
敬
服
し

ま
す
。
部
分
的
で
あ
れ
、
東
照
宮
拝

殿
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
普
賢
院

本
堂
は
、
明
治
期
再
建
の
歴
史
遺
産

と
し
て
、
永
く
後
世
に
伝
え
て
ほ
し

い
貴
重
な
建
物
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴 

海　

祥 

博

高
野
山
の
古
建
築　
第
四
十
二
回

　

普ふ

賢げ
ん

院い
ん 

本
堂

連 載
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国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

　

高
野
山
奉
納
小
型
木
製
五
輪
塔
及
び
関
連
資
料
の
調
査
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　

製
作
工
程

特
集
高
野
山

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
十
日
、

円
通
寺
の
本
堂
の
須
弥
壇
の
下
か
ら
発
見

さ
れ
た
小
型
木
製
五
輪
塔
は
、
令
和
三
年

（
二
〇
二
一
）
一
月
十
五
日
に
国
登
録
有

形
民
俗
文
化
財
「
高
野
山
奉
納
小
型
木
製

五
輪
塔
及
び
関
連
資
料
」
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
調
査
で
判
明
し
た
こ
と

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
◎
資
料
の
概
要

　

今
回
登
録
さ
れ
た
一
万
二
、一
五
六
点

の
う
ち
、
製
作
途
中
の
も
の
が
三
四
八
点

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
五
輪
塔
の
形
に

な
る
ま
で
の
、
木
地
作
業
中
の
未
完
成
品

が
八
点（
写
真
１
、２　

図
１
⑥
、⑦
）、
ま

た
、空
輪
、風
輪
、火
輪
、水
輪
、地
輪
の
四

面
に
四
門
の
梵
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
三
四
〇
点
（
写
真
３　

図
１
⑨
）、

さ
ら
に
施
主
が
奉
納
す
る
前
、つ
ま
り
施

主
名
や
戒
名
、こ
れ
ら
の
出
身
地
、願
意

な
ど
が
墨
書
さ
れ
て
い
な
い
未
奉
納
品
が

一
、三
四
〇
点
あ
り
ま
し
た
（
写
真
６　

図
１
⑮
）。

　
◎
製
作
技
法
と
工
程

　

こ
れ
ら
の
未
完
成
品
、
未
奉
納
品
の
製

作
痕
を
観
察
し
、
技
法
を
考
察
す
る
と
、

小
型
木
製
五
輪
塔
の
製
作
工
程
の
一
部
が

復
元
で
き
ま
す
。（
以
下
の
①
か
ら
⑮
の

工
程
の
番
号
は
、
図
１
①
か
ら
⑮
に
対
応

し
ま
す
。）

①
五
輪
塔
の
幅
と
奥
行
の
規
格
は
、
一
辺

が
約
三
セ
ン
チ
（
一
寸
）
な
の
で
、
一
辺

約
三
セ
ン
チ
（
一
寸
）
の
棒
状
の
角
材
を

製
材
し
ま
す
。

②
五
輪
塔
は
、
一
木
作
り
が
基
本
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
さ
は
約
九
セ
ン
チ（
三
寸
）

な
の
で
、
長
さ
約
九
セ
ン
チ
（
三
寸
）
の

木
片
（
材
木
）
を
、
鋸
で
切
り
出
し
ま
す

（
写
真
４
）。　

③
五
輪
塔
の
材
木
。

④
切
り
出
し
た
材
木
は
、
火
輪
部
分
の
上

辺
部
分
（
風
輪
の
下
辺
部
分
、
Ａ
）、
水

輪
部
分
の
上
辺
部
分（
火
輪
の
下
辺
部
分
、

Ｂ
）、
地
輪
部
分
の
上
辺
部
分
（
水
輪
の

下
辺
部
分
、
Ｃ
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
方
か

ら
鋸
で
切
り
込
み
を
入
れ
ま
す
。

⑤
火
輪
部
分
を
、
彫
刻
刀
（
平
刃
）
で
屋

根
状
に
削
り
ま
す
。

⑥
水
輪
部
分
を
、
彫
刻
刀
（
平
刃
）
で
円

柱
状
に
削
り
ま
す
（
写
真
１
）。

⑦
水
輪
部
分
を
、
彫
刻
刀
（
平
刃
）
で
球

形
に
削
り
ま
す
（
写
真
２
）。

⑧
⑥
と
⑦
を
観
察
す
る
と
、
風
輪
の
上
辺

部
分
（
空
輪
部
分
の
下
辺
部
分
）
に
は
、

④
の
工
程
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
四
方
か

ら
鋸
で
切
り
込
み
を
入
れ
た
加
工
痕
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
火
輪
部
分

は
彫
刻
刀
（
平
刃
）
の
み
で
、
半
球
状
に

削
り
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑨
空
輪
部
分
を
、
彫
刻
刀
で
宝
珠
状
に
削

り
ま
す
。
空
輪
、
風
輪
、
火
輪
、
水
輪
の

形
状
を
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、
さ

ら
に
削
っ
て
形
を
整
え
ま
す
（
写
真
３
）。

⑩
地
輪
部
分
の
底
面
中
央
か
ら
水
輪
の
中

心
部
分
に
か
け
て
、
彫
刻
刀
（
細
長
い
丸

刃
）
で
穴
（
奥
行
四
・
二
セ
ン
チ
、直
径
〇
・

写真１　製作途中の未完成品
（図１ ⑥）

写真２　製作途中の未完成品
（図１ ⑦）

写真３　製作途中の未完成品
（図１ ⑨）

写真４　地輪底部に観察できる角材か
ら切り出した痕跡（図１ ②、鋸は四
辺から中心部に向かい切り込み、中心
部は最終段階で切断しています。）
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六
セ
ン
チ
）
を
穿う

が

ち
ま
す
。

⑪
紙
片
に
墨
書
し
た
「
法ほ

っ

身し
ん

偈げ

」（
法ほ

っ

舎し
ゃ

利り

）
を
畳た

た

ん
で
円
柱
状
に
形
を
整
え
て
、

地
輪
部
分
の
底
面
中
央
の
穴
に
差
し
込
み
、

水
輪
の
中
心
部
分
ま
で
押
し
入
れ
ま
す
。

⑫
地
輪
部
分
の
底
面
中
央
の
穴
に
、
円
柱

状
の
木も

く

栓せ
ん（
長
さ
一
・
六
セ
ン
チ
、直
径
〇
・

六
セ
ン
チ
）
を
差
し
込
み
、封ふ

う

入に
ゅ
うし
ま
す
。

⑬
地
輪
部
分
の
底
面
と
木
栓
の
木こ

口ぐ
ち

と
の

段
差
を
無
く
す
た
め
、
底
面
を
平
ら
に

削
っ
た
り
、
ま
た
研
き
ま
す
（
写
真
５
）。

⑭
空
輪
、
風
輪
、
火
輪
、
水
輪
、
地
輪
部

分
の
四
面
に
四
門
の
梵
字
を
墨
書
し
ま
す
。

⑮
奉
納
前
の
製
品
完
成
（
写
真
６
）。

　

以
上
が
、
小
型
木
製
五
輪
塔
の
復
元
し

た
工
程
で
す
。

　
　◎

製
作
者

　

未
完
成
品
が
円
通
寺
で
発
見
さ
れ
た
こ

と
で
、
寺
内
で
製
作
を
し
て
い
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
①
か
ら
⑬
（
⑪
の
紙
辺

に「
法
身
偈
」を
墨
書
す
る
工
程
は
除
く
。）

の
工
程
は
、
鋸
や
彫
刻
刀
、
特
に
彫
刻
刀

を
使
用
し
て
空
輪
、
火
輪
、
水
輪
の
曲
面

へ
の
成
形
は
、
細
か
い
加
工
痕
が
全
体
に

見
ら
れ
（
写
真
７
）、
ま
た
奉
納
数
は
納

入
箱
の
墨
書
に
よ
れ
ば
、一
万
五
、二
一
八

点
（
確
認
さ
れ
た
の
は
一
万
二
、一
五
六

点
）
納
め
た
こ
と
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
、

円
通
寺
の
僧
侶
が
寺
院
生
活
の
合
間
に
製

作
し
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
か
な
り
の
熟

練
し
た
木
工
の
技
術
を
持
ち
、
か
つ
量
産

す
る
こ
と
が
で
き
る
職
人
の
存
在
が
思
い

浮
か
び
ま
す
。

　

ま
た
、
⑪
の
法
身
偈
は
、
一
辺
が
お
よ

そ
一
寸
（
横
三
・
二
セ
ン
チ
、
縦
二
・
七
セ

ン
チ
）
の
小
さ
な
紙
片
に
、
二
十
字
も
の

小
さ
な
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

こ
れ
ら
を
大
量
に
書
く
こ
と
は
大
変
な
労

力
と
書
写
す
る
技
術
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
⑭
で
五
輪
塔
の
空
輪
、
風
輪
、

火
輪
、
水
輪
、
地
輪
の
四
面
に
四
門
、
特

に
空
輪
か
ら
水
輪
は
曲
面
や
斜
面
に
梵
字

を
書
写
で
き
る
の
は
、
相
当
梵
字
を
書
き

慣
れ
た
者
し
か
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
恐
ら
く
、
⑪
と
⑭
の
墨

書
は
、
円
通
寺
の
僧
侶
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

小
型
木
製
五
輪
塔
は
、
木
工
に
長
け
た

職
人
と
僧
侶
が
携
わ
り
、
共
同
で
製
作
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
鳥
羽　

正
剛
）

図１　小型木製五輪塔製作工程（復元）

写真５　地輪底部　中央部の穴
に木栓を挿入した後、段差がな
くなるように削り、また研磨し
ています。（図１ ⑬）

写真６　完成品（図１ ⑮）

写真７　空輪、風輪、水輪にみ
る、彫刻刀による細かい加工痕

④

⑮

完成

⑭ ⑬

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤

⑫ ⑪ ⑩

③ ② ①

木栓

◀A
◀B

◀C

◀A
◀B

◀C

法身偈（法舎利）
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高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
㈯

　
　

講
師　

高
野
山
本
山
布
教
師　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
公
教
師

今
後
の
開
催
予
定

　

５
月
18
日
㈯
、
６
月
１
日
㈯
、

　

７
月
６
日
㈯
、
８
月
３
日
㈯
、

　

９
月
７
日
㈯
、
10
月
５
日
㈯
、

　

11
月
９
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
よ
り
約
45
分

○
第
44
回
大
宝
蔵
展
﹁
高
野
山
の
名
宝
﹂

　
（
予
定
）

　

７
月
20
日
㈯
〜
10
月
14
日
㈪
・
㈷

○
秋
期
企
画
展
﹁
高
野
山
と
世
界
遺
産
﹂

　
（
予
定
）

　

10
月
19
日
㈯
〜

　
　

令
和
７
年
１
月
13
日
㈪
・
㈷

○
冬
期
平
常
展
﹁
密
教
の
美
術
﹂（
予
定
）

　

令
和
７
年
１
月
18
日
㈯
〜
４
月
13
日
㈰

〇
貸
出
情
報

●
奈
良
国
立
博
物
館　

空
海
生
誕
１
２
５
０
年
特
別
展
﹁
空
海

K
ūkai 

│
密
教
の
ル
ー
ツ
と
マ
ン
ダ

ラ
世
界
﹂

国
宝　

聾
瞽
指
帰　

下
巻　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

伝
船
中
湧
現
観
音
像　

龍
光
院

国
宝　

諸
尊
仏
龕　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

五
大
力
菩
薩
像　

有
志
八
幡
講

重
文　

釈
迦
如
来
及
諸
尊
像　

普
門
院

重
文　

両
界
曼
荼
羅
図
（
血
曼
荼
羅
）

金
剛
峯
寺

重
文　

高
野
大
師
行
状
図
画　

巻
二　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
蔵
院

重
文　

崔
子
玉
座
右
銘
断
簡　

宝
亀
院

重
文　

孔
雀
明
王
像　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

◎
高
野
山
霊
宝
館
友
の
会
文
化
講
座

　
﹁
〜
は
じ
め
て
の
掛
け
軸
・
巻
物
〜
﹂

　

高
野
山
霊
宝
館
友
の
会
で
は
、
令
和
５

年
11
月
25
日
㈯
、
会
員
を
対
象
と
し
た
文

化
財
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
高
野
山
霊
宝
館
館
長
に
よ
る
掛

け
軸
と
巻
物
の
解
説
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
実
際
に
扱
い
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
家
の
掛
け
軸
を
整
理

し
て
き
っ
ち
り
保
存
し
ま
す
」「
手
指
の

感
覚
や
身
体
の
使
い
方
な
ど
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
高
野
山
霊
宝
館
友
の
会
文
化
財

講
座
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
＆

　

お
坊
さ
ん
体
験
�

　

密
教
法
具
に
触
れ
て
み
よ
う
�

　

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
㈯
、
11
月
18
日
㈯

◎
展
覧
会
予
定

○
春
期
企
画
展
﹁
金
剛
峯
寺
〜
そ
の
成
立

と
宝
物
﹂（
予
定
）

　

４
月
20
日
㈯
〜
７
月
15
日
㈪
・
㈷

◦
出
陳
品

未
指
定　

御
手
印
縁
起
写　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

高
野
山
壇
上
并
寺
中
絵
図
（
宝

　

永
３
年
︿
１
７
０
６
﹀）　　

金
剛
峯
寺

◎
令
和
六
年
度 

友
の
会
会
員
募
集

◦
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
様
の
み
霊

　

宝
館
と
金
堂
・
大
塔
の
拝
観
無
料

◦
霊
宝
館
発
行
の
季
刊
誌
「
霊
宝
館
だ

　

よ
り
」
送
付

︿
年
会
費
﹀　

一
般
会
員
（
個
人
）　　

３
，０
０
０
円

賛
助
会
員
（
法
人
）　

３
０
，０
０
０
円

　

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り

　

ま
す
。

ミュージアム法話開催風景

ミュージアムトーク＆お坊さん体験�密教法具に触れてみよう�開催風景

講座の様子


